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施設類型 

 

１ 市民文化施設 
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１ 対象施設の概要 

№ 施設名 
配置
形態 

建築 
年度 

構造 
延床面積
（㎡） 

耐震 
改修 

施設 
重要度 

総合 
劣化度 

施設 
評価 

1 草加市文化会館 複合 1971 SRC 5,572.83 実施済 Ⅱ 135.0  Ｄ 

2 漸草庵（草加市文化会館内） 併設 2018 W 187.60 不要 Ⅱ － － 

 

 市民が芸術や文化に触れる場として、また市民の文化芸術活動の拠点として、草加市

文化会館を、また、同敷地内に、本市の和の文化芸術を市内外に発信する施設として漸

草庵を整備しています。 

 なお、漸草庵については、平成 31 年(2019 年)3 月に新築したことから、総合劣化度の

評価はしていません。 

 

 

２ 施設評価 
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３ 公共施設カルテ 
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４ 計画期間内の方向性 

 

 草加市文化会館は、指定管理者制度の導入等により、効率的な運営を目指しています

が、施設利用者が市民団体等の使用料の減免措置を行うこと等により、利用者１人当た

りの行政コストが比較的高くなっております。 

 さらに、当該施設は、築 45 年が経過し、修繕等の維持管理費の負担が増加していくこ

とが見込まれますが、総合振興計画及び総合管理計画において、第 3 次施設（市内に 1

施設あればよい施設）として位置付けられており、市内に 1 か所しか整備されていない

ため、機能は残さなければならないと考えます。また、現在位置するエリアについて

は、総合振興計画及び都市計画マスタープランにおける「まつばら綾瀬川公園周辺エリ

ア」を含む文化核に位置していることからも、「まつばら綾瀬川公園周辺エリア」の活

用方針等を踏まえた総合的な観点から文化核における施設のあり方について整理・検討

を進めます。 

  

№ 施設名 
計画期間内
の方向性 

説明 

1 草加市文化会館 
耐震改修・
施設のあり
方の検討 

・計画期間内に耐震改修を予定。 
・中規模修繕を行うとともに、適切な維持管理及び予防
保全に努める。 
・「まつばら綾瀬川公園周辺エリア」の活用方針等を踏
まえた総合的な観点から文化核における施設のあり方に
ついて整理・検討していく。 

2 
漸草庵 
（草加市文化会館内） 

現状維持 ・適切な維持管理を行い、予防保全に努める。 


